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写本の書写に関する情報＝写記

• 版本に記載された出版に関する情報（年月日・版元名な
ど）を「刊記」と呼ぶのに対し、写本に記載された書写に関
する情報（年月日・書写者名など）を「写記」と呼ぶ。（近年、
発表者が提唱したもの）



刊記と写記

• 版本の刊記は、本の末尾部分にあることが多いが、前見返
しなどにあることもある。しかし、出版に関する情報は場所
にかかわらず「刊記」と呼ばれる。

• 写本の書写に関する情報も、本や巻の末尾以外に書かれ
ることがあるため、総じて「写記」と呼ぶのが整合的である。
すなわち、「奥書」の上位概念として「写記」を設定し、版本
の「刊記」に対する概念とする。
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https://doi.org/10.20730/200013296 一般 ヤ9-458-1〜2
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https://doi.org/10.20730/200013918 松野陽一旧蔵書 54-263



奥 書

• しかし、版本の刊記がしばしば前見返しなどに（も）あるの
と異なり、写本の書写に関する情報は、ほとんど本の末尾
や各巻の末尾に書かれる（＝奥書）。そのため、ここでは主
として奥書について問題にする。



本奥書と書写奥書



本奥書

• 写本の奥書のうち、その写本の底本（親本）に書かれて
いた奥書を「本奥書（ほんおくがき）」と言う。

• 日本の古典籍写本では底本（親本）のことを「本」と言うの
で、「本奥書」は“底本にあった奥書”の意味である。
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https://doi.org/10.20730/200006301 一般 タ2-66
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https://doi.org/10.20730/200003050 貴重書 99-2-1〜2
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https://doi.org/10.20730/200003216 初雁文庫 12-27-1〜2



書写奥書

• 本奥書に対し、その写本の書写について記した奥書を「書
写奥書（しょしゃおくがき） 」と言う。

• 書写奥書はその写本に固有のものであるが、本奥書は同
じものが複数の写本に共通して見られることがある。
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https://doi.org/10.20730/200008453 一般 ヤ4-162
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https://doi.org/10.20730/200008453 一般 ヤ4-162



本奥書・書写奥書の問題（１）

• 全ての奥書は、本奥書または書写奥書のいずれかである。

• 複数の奥書がある場合、最後の奥書より前のものは本奥
書である。

• 奥書の前に「本云」とあったり、書写者名の後に「判」（花押
が書かれていたことを示す注記）とあるものは本奥書である。



本奥書・書写奥書の問題（２）

• しかし、最後の奥書が書写奥書（＝その本の書写につい
ての奥書）とは限らない。

• つまり、本奥書は写しても、自分が書写したことを示す奥
書は書かないこともある。

• 奥書が一つの場合も同様で、その奥書が書写奥書とは限
らない。

↓

どうやって本奥書か書写奥書かを認定するか？
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https://doi.org/10.20730/200014695 一般 ヤ4-286
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https://doi.org/10.20730/200014695 一般 ヤ4-286
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https://doi.org/10.20730/200015463 高乗勲文庫 89-158-1〜2
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https://doi.org/10.20730/200015463 高乗勲文庫 89-158-1〜2



本奥書と書写奥書の認定

• 「この点を調べれば本奥書か書写奥書かが分かる」といっ
た万能の方法はない。

• 多くの場合は、紙質・墨色・書風・表紙などから、経験知に
基づいて判断することになる。

• 奥書のない写本の書写年代の認定も同様である。



奥書と識語



写本の識語

• 写本において、書写以後に書き入れられたその本や著作
などに関する記事を「識語」と言う。

• 他の本と比較して異同を書き入れたことを示す識語、その
本を手に入れたことを示す識語、その本を伝授したことを
示す識語、その本の筆者を鑑定した識語などがある。

• 識語は、本の末尾や初めの余白に書かれることが多い。
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https://doi.org/10.20730/200014137 懐風弄月文庫 92-41-1〜4
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https://doi.org/10.20730/200005836 一般 ヤ2-114



新
古
今
和
歌
集
（国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

寛
永
十
一
年
（１
６
３
４
）加
証
識
語
（冊
初
）

https://doi.org/10.20730/200014116 懐風弄月文庫 92-18
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https://doi.org/10.20730/200024368 鉄心斎文庫 98-248



奥書と識語の区別

• 識語が写本の末尾にある場合、奥書との区別が問題とな
る。

• その写本の書写の時点で、書写の年月日・書写者などに
ついて記したものは奥書（書写奥書）である。

• 書写の時点より以降に書かれた、その写本の書写と無関
係な記事は識語である。



識語の用法

• 版本においては、その本や著作などについて書き入れた
記事は、書かれた場所によらず全て「識語」と呼ぶ。

• 写本においても同様に用いるのが合理的・整合的である。
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https://doi.org/10.20730/200019172 鵜飼文庫 96-21-1〜20
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https://doi.org/10.20730/200003090 貴重書 99-37-1〜2


